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’図3ヤヒモフの旧鉱山竪坑施設を望む左は古いIIj役所．右は古くからの教会
’
一
図4ラジウム発見報告の明治32年東京化学会誌
'j'lかあった。しかし，このようなヤーヒモフの腺料
をもとに，その可秤垈（約0.1mgPoを含む2
11114)が発兄後12年の1910年洲製され，その特徴
あるスペクトル線から新元素として確定した。なお
このような腺料からは，新化学元素アクチニュムが
189()年キュリーの弟子ドビエルヌにより発兄され，
1918年オット・ハーンがプロトアクチニウムを発
兄し，やがて可秤量も洲製されている。
呪在ヤーヒモフの旧鉱山地lXには，その聡坑の榊
の跡ｶざ古いレストラントもある市役所や教会と共に
兄られるカゴ（図3)，それから約2kmの新しい町が
ウラン顔料工場のあった地区で，旧廃棄物置場はキ
ュリー記念の碑もある公園となっており，私が訪問
してその放射線レベルを簡単な線量計で測定すると
なお高かった3)。なおその周辺地には，旧坑底から
")高ラドン含有量の放射能泉'c)を導いて利用する
いくつかの療養ホテルの建物の威容がある。
クルックスのllN全滅,猟に言及され，それ力ざ1896年
東大を卒業しき'i時一高で教えていた若き松原行一に
よりギll訳され束求化'紫雑誌に掲牧された4>・ラジウ
ム発兇は,1898年の仏,悟腺諭文により報年やはり
松原行一が和文で紹介した5）（図4)。アクチニウム
発兄も発表の翌年に同誌にｲll文で松原により紹介さ
れている6)。また，キュリー夫人力:19()3年，4年以
上にわたる自分の放射性物質に関する研究内容をま
とめた仏語論文の内容は，当時まだ東大化学科学生
であったり11}山ｲ訓|目によって和文で東京化学雑誌に紹
介されており7)，今日も有意義である。残念な力罫ら
同氏は卒業と同時に惜しくも早世されたとのことで
ある。
隣の中国には，同国の最初の自然科学雑誌『亜泉
雑誌』1900年12月刊第3号にポロニウム・ラジウ
ム発見が，西欧の学問を日本を通じて紹介する日清
戦争後の雰囲気を反映して，「東京物理学校雑誌』
102号(1900年）の安田又一「1899年上半期にお
ける化学界」の訳として，王琴希により簡単に紹介
東洋への伝達と100年を経た今年
キュリー夫妻のポロニウム発見は，間もなく英国
理学奨励会がブリストルで9月開催された際会長
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